
交流しました世界19カ国の若者たち

謹
賀
新
年

猛
暑
、
台
風
、
水
害
、
地
震

な
ど
度
重
な
る
天
変
地
異
の
年

が
去
り
ま
し
た
。
協
会
の
昨
年

を
返
り
ま
す
と
慶
山
市
中
学
生

受
入
、
愛
知
県
美
浜
町
へ
の
会

員
研
修
、
世
界
各
国
の
若
者
が

参
加
す
る
ア
ッ
プ
・
ウ
ィ
ズ
・
ピ

ー
プ
ル
の
受
入
、
ま
た
各
種
語

学
講
座
事
業
等
を
通
し
て
、
多

く
の
市
民
・
会
員
の
方
々
に
草

の
根
国
際
交
流
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
際
的

に
は
北
朝
鮮
問
題
、
パ
レ
ス
チ

ナ
問
題
そ
し
て
イ
ラ
ク
紛
争
の

長
期
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
自

衛
隊
の
派
遣
延
長
な
ど
の
上
で

粘
り
強
い
対
話
の
継
続
が
求
め

ら
れ
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
草

の
根
交
流
の
広
が
り
こ
そ
は
平

和
へ
向
け
て
の
環
境
作
り
の
後

押
し
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
米
国
・
バ
ン
ク
ー
バ

ー
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
10
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。
お
互
い
の

街
や
文
化
・
習
慣
を
学
び
、
心

通
わ
せ
る
交
流
の
礎
と
し
て
の

姉
妹
都
市
で
す
。
協
会
で
は
四

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
デ
ィ
ス
ガ

バ
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
ク
へ
の
参
加

を
通
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
の

雄
大
な
景
観
を
楽
し
み
、
か
つ

市
民
間
交
流
の
場
の
提
供
を
企

画
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
隣
国
、
大
韓
民
国
と
は

国
交
正
常
化
40
周
年
に
あ
た
り

「
日
韓
友
情
年
」
と
謳
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
の
韓
流
ブ
ー

ム
に
引
き
続
き
、
日
韓
交
流
は

益
々
活
発
化
し
て
い
く
よ
う
で

す
。
城
陽
市
も
姉
妹
都
市
の
慶

山
市
と
蜜
に
し
て
、
中
学
生
交

流
、
ハ
ン
グ
ル
講
座
、
文
化
の

紹
介
等
を
通
し
韓
国
を
身
近
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

本
年
も
市
民
の
皆
様
の
暖
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会 

長
　
　
　
　
　
　
　
　

アメリカ・バンクーバー市との姉妹都市提携10周年記念

～バンクーバー交流の旅～
ディスカバリー・ウォークに参加しませんか

この広報紙は再生紙を使用しています。

出発前に別れを惜しむホスト
ファミリーとメンバー

交流会でホストファミリーのリクエスト曲を全員で合唱交流会でホストファミリーのリクエスト曲を全員で合唱
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幕
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幕
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ア
ッ
プ
・ウ
ィ
ズ
・ピ
ー
プ
ル
が

城
陽
市
に
滞
在

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
を
は

じ
め
会
員
や
一
般
参
加
者
と
と

も
に
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
メ
ン
バ
ー
に
も
満
喫
し
て

も
ら
え
ま
し
た
。

21日(木)城陽市役所発、関西空
港～カナダ・バンクー
バー経由～ポートラン
ド空港、宿舎へ移動

22日(金)市役所表敬訪問、チル
ドレンズ・パレード、
ディスカバリー・ウォ
ーク開会式

23日(土)クラーク・カレッジ、

ポートランド自由行動
24日(日)ディスカバリー・ウォ

ーク閉会式、友情パー
ティー

25日(月)アストリア等郊外見
学、市議会見学

26日(火)ポートランド空港発～
カナダ・バンクーバー
経由

   「バンクーバー交流の旅」主な行程

21日(木)城陽市役所発、関西空
港～カナダ・バンクー
バー経由～ポートラン
ド空港、宿舎へ移動

22日(金)市役所表敬訪問、チル
ドレンズ・パレード、
ディスカバリー・ウォ
ーク開会式

23日(土)クラーク・カレッジ、

ポートランド見学
24日(日)ディスカバリー・ウォ

ーク閉会式、フレンド
シップ・パーティー

25日(月)アストリア等郊外見
学、市議会見学

26日(火)ポートランド空港発～
カナダ・バンクーバー
経由、翌27日(水)帰国

Discovery Walk Festival とは
● 姉妹都市バンクーバー市の春を彩る国際的イベントとして毎年4月に3日間開
催されます。同市中心部から郊外を巡るコースや米国太平洋岸の歴史を代表する
建造物、コロンビア川沿いの豊かな自然を楽しめます。● 5・10・32kmのウ
ォーク、マラソン、ハーフマラソンや自転車・水泳のコース、健康・フィットネ
スセミナー等が行われます。● ディスカバリー･ウォークは国際ウォーキング協
会（IWA）の公認イベント。海外旅行と地域での友情を育む目的のこうしたウォ
ークは環太平洋地域7カ国、ヨーロッパ15カ国で開催されています。

ディスカバリー　　　　  ウォーク　　フェスティバル　
　

地
域
と
の
交
流

城
陽
高
校
、
久
世
・
寺
田
南

小
学
校
、
清
心
保
育
園
等
を
訪

問
。
自
国
の
紹
介
、
一
般
授
業

へ
の
参
加
、
習
字
や
踊
り
な
ど

の
日
本
文
化
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
通
し
て
生
徒
や
児
童
た
ち
と

交
流
を
し
ま
し
た
。
ま
た
各
種

団
体
の
協
力
で
抹
茶
、
蕎
麦
打

ち
、
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
Ｅ
　
Ｊ
Ｏ

Ｙ
Ｏ
の
準
備
、
高
齢
者
施
設
へ

の
訪
問
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
文
化
交
流
も
熱
心
に
行

い
ま
し
た
。

国
際
文
化
交
流
会

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
の
交
流
会
は
百
七
十

人
以
上
の
参
加
を
い
た
だ
き
大

盛
況
！

ア
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

歌
、
民
族
舞
踊
や
全
員
で
の
「
マ

イ
・
ウ
ェ
イ
」
の
合
唱
な
ど
大

人
か
ら
子
供
ま
で
皆
で
楽
し
い

交
流
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
今
回
の
訪
問
に
協
力
し
て
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・
ピ

ー
プ
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一
行

85

人
が
京
都

府
を
訪
れ
、
そ
の
う
ち

30

人

が
城
陽
市
内
外
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
ま
し
た
。
若
者
た
ち
は
約

半
年
に
わ
た
り
北
米
・
日
本
・

ヨ
ー
ロ
ッ
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を
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し
、
各
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を
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的
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を
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養
成
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行
う
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ー
ル
ド
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ス
マ
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ト
・
プ
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の
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す
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30
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た
ち
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出
身
国

は
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カ
国
に
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、
こ
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滞
在
を
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言
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や
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の
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ず
、
個
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ナ
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多
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化
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に
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フ
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て
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き
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姉妹都市訪問団の参加者を募集します。ワシントン州バンクーバー

市を訪問し、国際的なイベント、ディスカバリー･ウォーク2005へ

の参加や市内の歴史的建造物の見学などを通して市民との草の根交

流を行います。宿泊はキッチン付きホテル。

∇ 行 き 先： アメリカ・ワシントン州バンクーバー市

∇ 日 　 時： 2005年4月21日（木）～27日（水）　7日間

∇参加費用： 155,000円

∇参加資格： 16歳以上の協会会員または一般市民。

∇申し込み： 「バンクーバー交流の旅参加希望」と住所、氏名（フリガナ）、

電話、ファックス（またはメールアドレス）を明記し、ハガキま

たは協会窓口で申込書に記入し2月25日（金）までにお申し込

みください。応募多数の場合は会員を優先して抽選します。

∇募集人数： 15人　※最小開催人数5人

∇ 問 合 せ：城陽市国際交流協会

　　　　　　  連絡先は紙面上部をご覧下さい。
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国際交流だより



姉
妹
都
市
か
ら
の

児
童
絵
画
展

音
吉
た
ち
の
出
身
地
　
　

　
　
　
美
浜
町
を
訪
ね
て

草
の
根

ト
ピ
ック
ス

 
 我

愛
中
国

演
奏
家
教
育
推
進
理
事
会

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
京
都
府
第
56
団

京
都
韓
国
商
工
会
議
所

京
都
金
銀
糸
振
興
協
同
組
合

京
都
城
陽
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
少
年
団

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
南
京
都

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
京
都
府

　
　
　
　
　
南
京
都
支
部

授
産
施
設
あ
ん
び
し
ゃ

城
陽
市
建
設
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協
会
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陽
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
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陽
市
体
育
協
会

城
陽
市
文
化
協
会

城
陽
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歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会

城
陽
市
連
合
女
性
会

城
陽
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私
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幼
稚
園
協
議
会

心
花
舞
踊
団

日
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ボ
ー
イ
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カ
ウ
ト

　
　
　
　
　
城
陽
第
１
団
育
成
会

水
野
弘
子
バ
レ
エ
学
園

む
ぎ
ぶ
え
の
会

(
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京
都
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建
設

近
畿
砂
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協
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Ａ
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暇
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敬
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略
、
五
十
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小
野
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い
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の
船
の
前
で
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法
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ホ
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・
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体
・
法
人
・
賛
助
会
員

2
0
0
4
年
12

月
12

日
バ
ン
ク

ー
バ
ー
市
の
下
水
処
理
学
習
セ
ン
タ

ー
に
城
陽
市
の
児
童
絵
画
と
文
化

協
会
有
志
の
方
々
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
模
様
を
現

地
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
街
を

10

分

ぐ
ら
い
走
り
抜
け
る
と
、
広
大
な

芝
生
の
中
に
平
山
杉
と
白
樺
の
木
々

が
見
事
に
生
え
、
ク
リ
ス
マ
ス
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
と
冬
景
色
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
は
【
お
と
ぎ
の
国
】
に
行

っ
て
夢
を
見
て
い
る
様
で
あ
り
ま

し
た
。

高
校
生
、
混
声
合
唱
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
流
れ
る
会
場
に
は
、
ピ
ア

ノ
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
の

数
々
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
が

盛
大
に
催
さ
れ
て
い
て
、
特
に
黒

人
混
声
ゴ
ス
ペ
ル
合
唱
に
は
、
魂

を
揺
さ
ぶ
る
物
が
あ
り
、
今
で
も

そ
の
サ
ウ
ン
ド
が
心
に
響
い
て
お

り
ま
す
。
又
、
ア
メ
リ
カ
国
旗
が

誇
り
高
く
立
っ
て
い
る
こ
と
に
【
ア

メ
リ
カ
愛
国
主
義
】
を
垣
間
見
る

気
が
し
て
、
戦
後
日
本
の
舞
台
に

国
旗
が
立
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る

か
な
～
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
前
の
ホ
ー
ル
に
は
、
城
陽

市
の
子
供
さ
ん
と
文
化
協
会
有
志

の
方
々
の
作
品
が
会
わ
せ
て

45

点
ほ
ど
飾
ら
れ
、
異
郷
の
地
で
心

の
篭
っ
た
作
品
に
胸
を
打
た
れ
ま

し
た
。
甲
虫
、
ザ
リ
蟹
、
お
寺
等

の
作
品
の
前
で
若
い
カ
ッ
プ
ル
が

写
真
を
沢
山
撮
っ
て
い
た
の
は
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
山
里
に
藁
葺
き

屋
根
の
風
景
画
に
３
組
の
老
夫
婦

が
興
味
深
く
見
入
り
、
英
語
の
分

か
ら
な
い
私
に
で
も
伝
わ
る
ぐ
ら

い
【
城
陽
ハ
ウ
ス
】
と
感
動
し
て

下
さ
っ
て
い
た
の
が
印
象
深
か
っ

た
で
す
。

絵
画
を
通
じ
て
の
文
化
交
流
に

は
心
温
か
る
も
の
を
感
じ
、
絵
を

書
い
て
提
供
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、

橋
渡
し
に
お
骨
折
り
頂
い
た
方
々

に
心
か
ら
感
謝
し
、
姉
妹
都
市
バ

ン
ク
ー
バ
ー
に
て
城
陽
市
を
偲
ぶ

貴
重
な
体
験
を
い
た
し
ま
し
た
。
（
姉

妹
都
市
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
て
坂
本

洋
子
＝
久
世
）

姉
妹
都
市
か
ら
の

児
童
絵
画
展

姉
妹
都
市
か
ら
の

児
童
絵
画
展

去
る
11
月
6
・
7
日
に
文
化
パ

ル
ク
城
陽
で
開
催
さ
れ
た
市
民
文

化
祭
に
姉
妹
都
市
慶
山
市
と
バ
ン

ク
ー
バ
ー
市
の
子
供
た
ち
の
絵
81

点
を
展
示
し
ま
し
た
。
子
供
の
創

造
性
と
お
国
柄
が
楽
し
い
絵
の
数

々
は
文
化
祭
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
協
会
で
は
展
示
作
品
の
団
体
等

へ
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
事
務
局
ま
で
。

さ
ん
さ
ん
フ
ェ
ス
タ

「
国
際
交
流
の
部
屋
」

2
０
０
5
年
2
月
20
日
（
日
）

11
時
45
分
～
15
時
30
分

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
さ
ん
さ
ん
フ
ェ

ス
タ
」
が
文
化
パ
ル
ク
城
陽
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
市
内
で
活
動
す

る
40
以
上
の
団
体
が
展
示
や
催
し

を
行
い
ま
す
。
協
会
で
は
「
国
際

交
流
の
部
屋
」
を
開
き
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
展
示
や
「
世
界
の
お
茶
」

「
民
族
衣
装
の
試
着
」
な
ど
を
行

い
ま
す
。
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

あなたのサポートを
待っています

"JOにあふれたYO気な街"にマッチした

国際交流協会を目指しています。グローバ

ルな時代、積極的に海外の文化を体験して

みませんか。ぜひ、ご入会ください。

     会員の特典

・語学講座や国際文化交流会

   など各種イベントを優先し

   割引で参加

・各種情報の提供その他

個人会費・・年会費1口     3,000円

団体会費・・年会費1口   10,000円

法人及び

  賛助会員    年会費1口   20,000円

▼ 問い合わせ・申込み
城陽市国際交流協会

連絡先は表紙面上部をご覧下さい。

私
の
韓
国
お
笑
い
留
学

ご
あ
ん
な
い

外国籍の方のための

日本語教室

協会ではボランティアの協力により日本語教室を行っており
ます。日本語を学びたい方は協会までお知らせください。

日時：月曜日、午後5時～6時30分まで
費用：無料ただしテキスト代が必要な時はこれを負担

願います。

ほかの日時を希望される方は協会事務局へご連絡ください。

Want to learn Japanese?

英会話講座a b c

英会話の上達は「継続こそ力なり」だけでなく「積極

性」「臨場感」が大切です。レベルにあったクラスの

仲間やネイティブの講師と英会話を楽しみませんか？

▼期 間 2月7日(月)～3月14日(月)までの毎週月曜日(全6回)   

▼時 間 昼間課程：午後2時～3時30分、夜間課程：午後7時～

8時30分   ▼場 所 城陽市市民交流センター（近鉄寺田駅西側す

ぐ）   ▼定 員 40名(応募多数の場合は協会会員を優先し、抽選

します。)   ▼受講料　会員　2,000円、一般　5,000円

▼応募方法 往復はがき、ファックス、メールまたは協会窓口に

て講座名、住所、氏名（フリガナ）、電話番号、会員/一般の区

分を明記の上協会までお申し込み下さい。なお、郵送の場合返信

用ハガキの表には、申込者の住所、氏名を記入してください。

▼締切り 1月31日(月)

Come talk with your friends！Come talk with your friends！

私
は
、
2
0
0
4
年
4

月
か

ら
12
月
ま
で
、
毎
日
放
送
の
企

画
で
、
韓
国
の
お
笑
い
界
を
勉

強
す
る
た
め
に
韓
国
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
最
初

の
頃
は
ハ
ン
グ
ル
も
読
め
ま
せ

ん
。
お
笑
い
の
勉
強
の
前
に
ま

ず
言
葉
で
す
。
そ
の
た
め
高
麗

大
学
の
語
学
学
校
に
通
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
正
解
で
、

言
葉
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
文
化
を

体
験
す
る
授
業
も
あ
り
、
素
顔

の
韓
国
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
世
界
の
国
々
か

ら
国
際
豊
か
な
人
々
が
集
ま
り
、

色
々
な
物
の
考
え
方
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

早
く
言
葉
を
習
得
し
た
く
、

最
初
は
無
我
夢
中
で
す
。
学
校

の
授
業
に
加
え
、
日
韓
交
流
会
に

積
極
的
に
参
加
、
言
葉
の
不
自
由

さ
に
も
負
け
ず
韓
国
の
お
笑
い
番

組
を
毎
日
の
よ
う
に
見
ま
し
た
。

な
ん
と
か
大
学
の
終
了
式
で
初
め

て
の
韓
国
語
お
笑
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
韓
国
生
活
は
私
の
生
涯

に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
こ

れ
を
糧
に
今
年
も
韓
国
を
念
頭
に

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
き
っ
か
け

を
く
だ
さ
っ
た
毎
日
放
送
、
遠
く

か
ら
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
何
か

と
出
発
前
お
手
伝
い
頂
い
た
城
陽

市
国
際
交
流
の
方
々
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
私
の
韓
国
留

学
は
成
功
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
中

西
美
穂
＝
寺
田
）

坂本洋子さん（右）と司会者

韓
国
語
弁
論
大
会
に
参
加

韓
国
民
団
京
都
府
本
部
主
催
・
第
５

回
韓
国
語
弁
論
大
会
に
城
陽
の
ア
リ

ラ
ン
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
２
名
が

出
場
！
仲
間
が
応
援
に
い
き
ま
し
た
。

韓国語でパーフォ
ーマンスをする中
西美穂さん（左）

尹道心先生、中野美津子さん、今村勝さん
（前列左から3～5人目）

尹道心先生、中野美津子さん、今村勝さん
（前列左から3～5人目）

音
吉
た
ち
の
出
身
地
　
　

　
　
　
美
浜
町
を
訪
ね
て

音
吉
た
ち
の
出
身
地
　
　

　
　
　
美
浜
町
を
訪
ね
て

2
0
0
4
年
9

月

11

日
に
会

員
研
修
事
業
を
実
施
し
、
幕
末
の

日
本
人
漂
流
者
音
吉
た
ち
の
出
身

地
愛
知
県
知
多
半
島
美
浜
町
を
訪

ね
ま
し
た
。

美
浜
町
町
長
を
は
じ
め
音
吉
顕

彰
会
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

音
吉
た
ち
の
墓
の
あ
る
良
参
寺
、

小
野
浦
地
区
、
源
義
朝
ゆ
か
り
の

野
間
大
坊
を
見
学
し
、
ま
た
テ
ィ

レ
ク
・
テ
ィ
レ
セ
ク
美
術
館
で
音

吉
顕
彰
会
と
の
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。

小
野
浦
は
江
戸
時
代
に
知
多
廻

船
の
本
拠
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

音
吉
た
ち
を
乗
せ
た
宝
順
丸
は
1

8
3
2
年
に
伊
勢
湾
対
岸
の
鳥
羽

へ
寄
港
し
風
を
待
っ
て
江
戸
へ
向

け
て
船
出
。
嵐
に
遭
い
、
現
在
姉

妹
都
市
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
に
あ
る

フ
ォ
ー
ト
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
た

ど
り
着
く
ま
で
一
年
あ
ま
り
漂
流
。

そ
の
後
帰
国
を
試
み
る
も
つ
い
に

故
郷
日
本
に
帰
る
こ
と
な
く
生
涯

を
国
外
で
過
ご
し
た
三
人
の
出
身

地
を
訪
ね
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の

軌
跡
を
今
に
生
か
し
て
国
際
交
流

を
進
め
て
い
る
美
浜
町
の
取
り
組

み
を
知
り
、
と
て
も
有
意
義
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

音
吉
た
ち
の
話
は
三
浦
綾
子
の

小
説
「
海
嶺
」
と
し
て
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
参
加
者
の

親
族
に
よ
る
彼
ら
に
関
す
る
著
述

が
あ
る
と
い
う
事
も
わ
か
り
、
今

後
新
た
な
史
実
の
発
見
に
も
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。

内
な
る
国
際
交
流
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